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⼤阪有機化学⼯業株式会社 酒⽥⼯場
報告者

⼭形県⽴酒⽥商業⾼等学校 1年 菅原 拓 ⼤場 直輝 今野 友貴 
 

１．所在地

〒999-8437 ⼭形県飽海郡遊佐町藤崎字茂り松157番地23 
（本社︓〒541-0052 ⼤阪市中央区安⼟町1丁⽬7番20号）

２．主な製造品⽬

整髪⽤のスプレーやムースに含まれる樹脂（髪を固める成
分）
電⼦機器（液晶など）の樹脂性部材

３．沿⾰

2000年 7⽉

 ⽣産規模の拡⼤に伴い、⼭形県飽海郡遊佐町に酒⽥⼯場を設置。

2005年12⽉

 酒⽥⼯場ISO14000認証取得。

2007年11⽉

 酒⽥⼯場労働安全衛⽣マネジメントシステム（OHSAS18001）認証取得。

４．インターンシップを終えて

菅原 拓

 今回の実習では製品の容器へのラベルの貼付や、完成品の⽔分検査
などをさせていただきました。この⼯場では液晶テレビの画⾯に塗る
樹脂の原料や、私たちが普段使っている整髪⽤のワックスやムースな
どの原料を造っているとお聞きしました。⼤阪や⾦沢にある⼯場では
他に⾃動⾞⽤の塗料の原料や光ファイバーのカバーの原料を造ってい
るそうです。 
 1つの⼯場で製品が完成するのではなく、完成品を造り上げるために
いくつもの企業が協⼒していることを知りました。製品造りには細⼼

http://www.mono.yamagata.jp/report/shonai_reporter
http://www.mono.yamagata.jp/
http://www.ooc.co.jp/07seisan/07_4.html
http://www.sakata-ch.ed.jp/


の注意を払わなければならず、物造りの⼤変さを感じることができま
した。

⼤場 直輝

 商業⾼校では学ぶことができない物造りについて体験することがで
き、興味を持って実習を⾏うことができました。この⼯場で造ってい
る製品は空気中の⼩さなごみにも注意して細かい作業を⾏い、完成後
もさまざまな検査を⾏いクリアしなければならないということをお聞
きして⼤切に製品を扱っていることに感⼼しました。 
 また、ラベルの貼付の仕⽅ひとつにしても受け取った企業の印象が
変わってくるということを教えていただき、どんな仕事も集中して全
⼒で取り組む姿勢が⼤切なのだということを学ぶことができました。

今野 友貴

 私は今回の実習で事務の仕事のお⼿伝いや製品の検査の実験、書庫
の整理の作業をさせていただきました。⽇頃⾒ることのできない物造
りの現場を⾒学させていただき、⽇々より良い物を造り出していくた
めに⼀⼈⼀⼈が責任を持って⾃分の仕事をこなしていく様⼦を⾒て⼤
変だけれどもやりがいのある仕事だと感じました。始めはこの⼯場の
ことを良く知りませんでしたがインターンシップを通じて地元の企業
のことを知ることができ、消費者のために様々な実験を通して良い物
を造ろうという⽣産者の努⼒を⾝近に感じることができたのは⾃分の
将来にとってもとても貴重な経験となりました。
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